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◎公開可 
2月 26日に標記検討会が開催され、特定機能病院のあり方に関する議論の整理（案）

について議論した。特定機能病院のあり方については、大学附属病院と他の特定機能

病院とを分けて議論することとし、まずは大学附属病院について議論の整理（案）が

示された。特定機能病院は、高度の医療の提供や、高度の医療技術の開発、また高度

の医療に関する研修、医療に関する高度の安全確保を実施する能力を備える病院とさ

れている。一方、医療提供体制を取り巻く環境の大きな変化、新たな地域医療構想の

取り組みを鑑み、2040年を見据えると、高度な医療提供、医師派遣機能を含む地域医

療における役割を積極的に果たすこと、さらに、医学生を含む人材育成・供給、研究

開発を担うことが期待される。そのような状況を見据え、「承認要件」を「基礎的基

準」と「発展的（上乗せ）基準」の 2 段階評価が提案された。「基礎的基準」は、全

ての大学附属病院が満たすべき基準で、「発展的（上乗せ）基準」は、地域の実情を

踏まえ自主的に実施している高度な医療提供・教育・研究・医師派遣に係る取り組み

とされた。「基礎的基準」には、本会が意見を述べていた「看護師・薬剤師、その他

専門職の実習の受け入れ・育成」が項目として提案された。「発展的（上乗せ）基準」

では、①医療提供に関する基準②教育（研修）に関する基準③研究に関する基準④医

師派遣に関する基準が示された。吉川常任理事は、承認要件を 2段階にすることに賛

同するとともに、基礎的基準に提案された医師のみならず、薬剤師、看護師、その他

医療従事者の育成は地域医療の底上げをし、質を担保するために必要な要件であると

述べた。（執筆：吉川常任理事） 

 

※特定機能病院の在り方に関するこれまでの議論の整理（案）参照 

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001421841.pdf 

 

 

 

 

特定機能病院のあり方を議論 
－特定機能病院及び 

地域医療支援病院のあり方に関する検討会－ 
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